
就農までの流れ

就農相談

日高地域新規就農者育成協議会：
（先進農家、紀州農協、いなみ町他日高地域６市町等）

★心身ともに健康で、地域の次世代を担う農業者となることを志向する熱意のある方。

★就農予定時の年齢が１８歳以上４９歳以下で、最低１０ヶ月以上研修を受けること。

★いなみ町で定住・就農を目指す方。

★研修や就農に対し、家族の理解があり協力が得られる方。

★就農に際し、十分な資金を準備できる方。

★地域の慣習を理解し、近隣住民と積極的に交流できる方。

★いなみ町で、ミニトマトまたはキヌサヤ・小玉スイカなどの研修を目指す方。

※研修受け入れは面談等により決定します。

【求める人材】

いなみ町では、新規就農相談窓口として、農業を始めるにあたって必要となる栽培技
術や経営管理等の研修に関することや農地のあっせん、資金面などについてＪＡ等と
連携を図りながら新規就農者の相談に応じます。

協議会には、ミニトマト・キヌサヤエンドウ・小玉スイカなどの研修受入農家が参画
しており、就農希望者が就農に必要な技術等を習得できるよう、面談及びマッチング
を行います。

マッチング
（面談等）

実践研修
受入農家のもとで就農に向けた実践的な研修を受けていただき、栽培・経営管理等を
学ぶとともに、地域活動への積極的な参加によりコミュニティの形成に励んでいただ
きます。また、就農に向けて農地や機械等の確保を進めていきます。

実践研修 今後の地域農業の担い手として定着していただき、各種補助制度等を活用しながら、
規模拡大や高品質化など、さらなる経営発展を目指して取り組んでいただきます。



温暖な気候を活かし、ミニトマト（赤
糖房・優糖星・王糖姫）を始めエンドウ
豆、小玉西瓜、花きのハウス栽培等が盛
んです。農業経営としては、簡易なビ
ニールハウスによる集約的な農業が中心
となっています。近年は、ミニトマトを
中心に台風にも耐えられる低コストハウ
スなども随所に見られます。

総面積：
総人口：7,929人（R4.10月末時点）
世帯数：3,371世帯

●研修支援
○就農準備資金（窓口：和歌山県）
研修期間中の研修生に対して資金を助成、
年間最大１５０万円を交付します。
◆対象者：就農時４９歳以下
◆対象期間：最長２年間
◆支援額：12.5万円/月（150万円/年）

※日高地域新規就農者育成協議会での申請は、
別途３０万/年の和歌山県からの助成有
●就農支援
○経営開始基金（窓口：いなみ町）
新たに経営を開始する者に対して資金を助成
◆対象者：４９歳以下の認定新規就農者
◆対象期間：最長３年間
◆支援額：12.5万円月/（150万円/年）

○経営発展支援事業（窓口：いなみ町）
就農後の経営発展のために、都道府県が機

械・施設等の導入を支援する場合、都道府県支
援分の２倍を国が支援

◆対象者：４９歳以下で令和４年度に新た
に農業経営を開始する認定新規就農者であって、
都道府県から支援を受ける者

◆補助率：和歌山県支援分の２倍を国が支
援（国の補助上限1/2）（例：国1/2・和歌山県
1/4・本人1/4）

◆支援額：補助対象事業費上限1千万円
※『経営開始資金』の交付対象者は、補助対象
事業費上限５００万円
※ 別途要件もありますので詳しくは、お問い合わせください！

様々な支援 印南町の紹介

農家の経営モデル

品目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ﾐﾆﾄﾏﾄ

※所得を保証するものではありません。

お問い合わせ先
いなみ町役場産業課（印南町大字印南2570） TEL：０７３8－４２－１７３７
日高地域新規就農者育成協議会（事務局：ＪＡ紀州営農対策部）TEL：０７３８－２０－９０２６

※制度は変更となる可能性が
ありますので御了承下さい。

収穫・整枝・防除 定植

品目 面積 売上 支出 所得
10a当たり
収量 備考

ミニトマト 10a 712万 175万 537万 7.5ｔ
支出は、種苗、肥料、
農薬、光熱費など１
年間で消耗する資
材費のみ

JA紀州農業経営モデル指標より

収穫・整枝・防除


